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● 茨城県有害廃棄物等撤去基金へ寄付金贈呈
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理 事 長 就 任 挨 拶

この度、第 5代理事長にご指名を賜りまし

た安齊で御座います。

今期の新執行部を代表致しまして、一言ご

挨拶を申しあげます。

社団法人茨城県水質保全協会は、設立以来

37 年の長い間、先輩の方々のご努力により

多くの業績と伝統を培ってまいりました。

その足跡を還りみまして、改めて理事長の重責に身の引き締まる思いを致して居

ります。

残念ながら私には、元来、特別なカリスマ性を持ち合わせて居りませんので、会

員の方々を始め理事会の皆様のお知恵とお力をお借りして、積極的なコンセンサス

を諮り乍ら、将来の展望へ向かって一致結束して進めてゆく事を協会運営の基本に

したいと考えて居ります。

最近は、福島第一原子力発電所の放射能汚染もあり、特に環境問題の重要性が大

きく取り上げられて参りました。

私共、水質保全に大きく関わりを持つ協会としては、地域住民の要望や行政機関

を含めた時代のニーズをしっかりと受け止め乍ら 1歩でも、半歩でもそれを先取り

して、その要求に応えていく事が、取りも直さず、社団法人茨城県水質保全協会の

運営基盤を安定させ、将来の発展に繋がるものと信じております。

今年は未曾有の東日本大震災の被災をまともに被り、今後取り組まなければなら

ない課題が山積して居ります。

会員の皆様にとっても大変ご苦労の多い事と存じますが、当協会の事業推進には、

尚一層のご協力とご指導を賜ります様、改めてお願い申し上げまして、簡単では御

座いますが就任の挨拶とさせて戴きます。

どうぞ宜しくお願い致します。

理事長　安　齊　猛　男
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平成 23年 5月 25日（水）茨城県市町村会館において、

第 37 回通常総会が開催されました。来賓として、県生

活環境部環境対策課長、県民センター総室県央環境保

全室長、各県民センター環境保安課長、茨城県合併処

理浄化槽普及推進市町村協議会担当課長、（社）茨城県

環境保全協会理事長のご出席をいただき、環境対策課

長よりご挨拶を賜りました。

その後、平成 23 年度の事業計画及び収支予算など 6

議案を審議し、すべての議案について承認されました。

最優秀賞 宮川　和久 東京都

優 秀 賞 平沼　宏夫 東京都

優 秀 賞 門田　和之 富山県

国土交通大臣表彰 （株）住恵 伊沢　勝義

環境大臣表彰 （有）落合工業所 落合　　勇

水・土壌環境保全活動功労者表彰 （有）須賀田設備工業 須賀田一郎

環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部長表彰 中山環境エンジ（株） 中山　勝夫

（社）全国浄化槽団体連合会会長表彰状
（有）玉里クリーン 繁藤　洋一

（社）茨城県水質保全協会 川井　敦利

（社）全国浄化槽団体連合会会長感謝状 （社）茨城県水質保全協会 浅賀　博史

来賓祝辞　大部環境対策課長

平成23年度第37回通常総会開催

ロゴマーク作品入賞者表彰 新業務管理システム構築功労感謝状表彰

（株）ケーシーエス

常磐システムエンジニアリング（株）

常磐システムエンジニアリング（株）
経営企画室 ITC統括マネージャー　吉田　忠晴

浄化槽関係業者功労者表彰
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 井坂　正道 冨士メンテナンス（株） 水戸支部

 清水　慶兒 （株）田本工務店 ひたちなか支部

 鈴木　　修 （協業）茨城県北環境衛生センター 大子支部

 田中　　進 （協業）日立環境開発センター 日立支部

 早川　與勝 北茨城市企業衛生（株） 高萩支部

 下重　信一 （有）ザ・ヘルパー 鉾田支部

 田中　幸雄 三協クリーンコンサルタント（株） 潮来支部

 酒井　昇一 酒井鉄工所 潮来支部

 秋元　文男 秋元設備工業（株） 潮来支部

 久松  利男 （有）久松商事管理サービス つくば支部

 飯島　　実 飯工クリーン つくば支部

 山本登喜男 （株）山本設備 県西支部

 宮部　義晴 常陸環境開発（株） ひたちなか支部

 船橋　一夫 （株）サウンドフナバシ 大宮支部

 福田　正則 （有）福田管工 竜ヶ崎支部

受賞おめでとうございます。今後ますますの活躍をご祈念申し上げます。

（社）茨城県水質保全協会理事長表彰

（社）茨城県水質保全協会理事長感謝状



vol.13 ［ 5］水 環 境 い ば ら き

役  　 職 氏　　 名 事 　業 　所 　名 所 属 支 部
理 事 長 安　齊　猛　男 ㈱ダイセツ 潮 来

副 理 事 長
中　山　勝　夫 中山環境エンジ㈱ つ く ば
落　合　　　勇 ㈲落合工業所 下 館
成　田　浩　明 水戸工機㈱ 水 戸

専 務 理 事 小　関　雅　志 （社）茨城県水質保全協会

理 事

大　竹　伸　一 ㈱フジクリーン茨城 水 戸
露　﨑　正　男 ㈱博相社 笠 間
望　月　福　男 勝田環境㈱ ひたちなか
山　田　久　明 山喜㈱ 大 宮
野　内　二三雄 野内商事㈱ 常 陸 太 田
鈴　木　　　修 （協）茨城県北環境衛生センター 大 子
五十嵐　裕　治 ㈱タケムラ 日 立
早　川　與　勝 北茨城市企業衛生㈱ 高 萩
茂　木　一　男 大洋設備工業（株） 鉾 田
須賀田　一　郎 ㈲須賀田設備工業 潮 来
伊　沢　勝　義 ㈱住恵 竜 ヶ 崎
宮　本　秀　男 ㈱プラントサービス 土 浦
繁　藤　洋　一 ㈲玉里クリーン 石 岡
早乙女　芳　雄 早乙女設備工業所 下 妻
吉　田　　　清 ㈲吉田設備 水 海 道
霜　田　嘉津郎 ㈱東研 県 西
山　本　登喜男 ㈲山本設備 県 西
加倉井　正　彦 ㈱ハウステック水戸営業所 メ ー カ ー

役  　 職 氏　　 名 事 　業 　所 　名 所 属 支 部

監 事
犬　塚　行　治 ㈱和城産業 潮 来
里　見　博　孝 茨城日化サービス㈱ ひたちなか
長　塚　俊　宏 ㈱学園関東サービス 土 浦

相 談 役
五十嵐　　　宏 ㈱タケムラ 日 立
藤　枝　金　三 常盤工事㈱ 土 浦
荒　井　廣　治 清和工業㈱ 日 立

顧 問 大　部　好　廣 茨城県生活環境部環境対策課

監事・相談役・顧問

平成23年度（社）茨城県水質保全協会役員
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支　部　活　動

　 日立支部第 37回通常総会報告 日立支部長　五十嵐裕治　

通常総会は、去る 5月 20 日にホテル天地閣に於いて、県北県民センター環境保安課の大竹課長補佐、

並びに日立市環境衛生課の鴨志田係長を来賓に迎えて開催されました。

会議の冒頭、大竹課長補佐は、戸別訪問指導が今回で一応の区切りとなることから、前年に増して多

くの戸別訪問を行いたいと、力強い方針を述べられ当支部へ一層の協力を要請されました。

鴨志田係長は、先の大震災により日立市も大きな影響を受け、復旧に全力を注いでいるところなので、

なかなか全ての要請に応えることは出来ないかもしれないが、今年も協力していきたいと述べられまし

た。

当支部も昨年同様当番制を敷き、対応に当たることにしており、一軒でも多く検査の成約に結びつけ

たいと考えています。

その後議事は昨年度事業報告、収支決算報告が承認され、今年度事業計画、収支予算案を採択し滞り

なく終了しました。

また、昨年度戸別訪問の検証と問題について熱心に意見が交換され、二重訪問の防止、保守管理リス

トの更新、事前郵送資料の検討などを行い、今年度の戸別訪問の高効率化を期したところです。

また、数度にわたる臨時総会、理事会に於いて検討されてきた公益法人化に伴う、支部の在り方、理

事職定数については、支部が任意組織になるのはやむを得ないが、今後も従来通り日立支部として活動

を続けていく方針とし、公益法人化に対する理事職の定数については、支部人口割で一元的に定数を決

めるべきでなく、地域性や支部の活動状況、これまでの経緯から、現状のまま各支部の意見を具申でき

る体制を維持すべきという意見にまとまったことをご報告いたします。

つくば支部は、初代高野支部長の努力により、一致団結し、スタート致しました。支部運営は、支部

会費なしで実費により集合致しました。その後、支部の人員は減り、社団法人茨城県水質保全協会を必

要とする会社だけが残りました。会費は 1社当たり 1,000 円／月とし、これを基金に支部活動を行って

います。

活動内容

　1. 年 1 回総会及び本部への出張協力

　2. 支部会員の慶弔

　3. 市政に対する協力

　　①設置浄化槽の個別調査協力

　　②法定検査推進の協力要請

　　③浄化槽教室実施の計画打合せ

　　④単独浄化槽の合併化の推進

　4. 支部の勉強会

　5. その他

上記のような活動です。

尚、今回全国浄化槽技術研究集会実施についての支部の協力状況は、ウィークディにもかかわらず、

出席率が良く、全員一致で必要協力人員が決定致しました。この会合の時の写真を添付いたします。こ

の場を借りまして、つくば支部全員に協力のお礼を申しあげます。

　 
つくば支部活動状況

 つくば支部長　久松利男　
　 会　計　手塚保夫　
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10 月 17 日（月）安齊理事長、中山副理事長、落合副理

事長及び成田副理事長が宮本茨城県生活環境部長を訪ね、

昨年度に引き続き茨城県有害廃棄物等撤去基金への寄附金

50万円（目録）を贈呈いたしました。

贈呈後、宮本部長から「昨年度に引き続き寄附金は大変

ありがたい、硫酸ピッ

チ等の有害廃棄物は地

域住民の健康被害や農

産物の被害など、生活環境に重大な支障が生ずる恐れがあり早期の

撤去が求められているが、投棄者不明等により撤去が進まないケー

スもあるため、基金を活用して平成 23 年度末までに 2,519 本の硫

酸ピッチドラム缶を撤去・処理する予定であり、まだ残っているも

のについてこの寄附金を有効に活用させて頂きたい。」とのお言葉

がありました。

茨城県有害廃棄物等撤去基金へ寄附金（50万円）贈呈

不法投棄された硫酸ピッチドラム缶

浄化槽の保守点検に関する講習開催

平成23年 7月4日（月）・5日（火）の2日間、水戸市・土浦

市において、浄化槽の保守点検に関する講習が開催されました。

この講習は、茨城県浄化槽保守点検業者の登録に関する条

例に基づく講習であり、平成 19 年から開催されております。

浄化槽保守点検業者は、自社で雇用する浄化槽管理士に保守

点検の登録期間内（5年間）に 1回以上の受講が努力義務と

して定められています。

今回は 2日間で 148 名の方が受講され、熱心に聴講されていました。

平成 23年 8月 20 日（土）土浦市の霞ヶ浦環境科学センター

において、「霞ヶ浦環境科学センター夏まつり 2011」が開催

されました。

当協会は、メーカー会員に協力していただき、カットモデ

ル浄化槽の展示及び説明をしていただきました。

また、茨城大学紙芝居研究会の学生達には、水環境に関す

る紙芝居公演をしていただき、多くの来場者に家庭でできる水

を汚さない工夫等をPRいたしました。

霞ヶ浦環境科学センター夏まつり 2011 出展
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バス徒歩
JR赤塚駅北口
徒歩 20分

JR赤塚駅北口から
石川二丁目下車
徒歩5分

総務部

協会の業務案内協会案内図

●浄化槽に係る広報及び啓発
●浄化槽の機能保証事業
●設置届出書、保守点検及び清掃
　カード等の図書類販売

●浄化槽の法定検査
●水質保全に関する教育指導
●浄化槽の設計施工及び維持管理に
　関する指導
●技術的相談業務
●各種調査、試験

検査部

ТОＣ

　ТОＣとは、水中に存在する有機物質に含まれる炭素の総量を表す指

標で、総有機炭素のことである。

　ＢОＤやＣОＤとともに有機物質による汚濁の程度を表す指標として

用いられており、水中のあらゆる有機物質を燃焼法あるいは湿式酸化法

(高温、高圧の条件下で行う有機物質の水中での酸化分解)により、ほぼ

完全に二酸化炭素に分解し、その濃度を測定して有機物質総量を表す。

一口メモ一口メモ
浄 化 槽

����������������  ����������������総務部

新住所

����������������  ����������������検査部

〒310-0905  茨城県水戸市石川1-4043-8

社団法人  茨城県水質保全協会
茨城県知事指定浄化槽検査機関

※震災の影響により平成23年7月16日（土）から下記住所に移転しました。
移転に伴い電話・FAX番号が変更となりましたので、お問い合わせの際に
はご確認下さい。

旧住所

水戸市三の丸3-11-13

総務部　TEL.029-227-4821  FAX.029-227-4822
検査部　TEL.029-227-4836  FAX.029-227-4592

茨城県水質保全協会

石川
幼稚園

石川小 石川保育園

堀原小

JR常磐線

大久保病院

石川中

水戸東赤塚郵便局

赤塚幼稚園

赤塚駅

�� ��

���

���

石川町
新原三差路

vol.13［ 8］ 水 環 境 い ば ら き

平成 23 年 11 月 4 日に特許庁より当協会の

ロゴマーク登録が完了されました。

これは、協会 35 周年の PR の一環として、

当協会をもっと身近に感じてもらいたいとの

想いを込め、平成 22 年の 10 月～ 12 月にかけ

てロゴマークの募集をし、応募作品 455 点の

中から、3点（最優秀作品 1点・優秀作品 2点）

を決定しました。

そのうち、最優秀作品を登録出願し、審査の結果、上記のロゴマークが

商標登録されました。

ロゴマーク商標登録確定について（お知らせ）


